
弾薬車用単台車
　　　　　組立説明書

このキットの他に必要な製品：KATO製　２軸貨車用カプラーポケット
、φ５．６車輪（KATO,TOMIX等）、φ0.3ｍｍ真鍮線、カプラー（お好みで）

セット内容 欠品が無いことを確認してください
※部品には裏表があります。（一部除く）
この部品図の面が表側になります。
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組立 ※色んなやり方があると思います。下記はあくまで一例です。
１、軸箱守板（A1）と担いバネ板（A２）を接着します。（２セット）
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これをふたつ作ります
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③、
①で作った側台枠を、床板（A3）に固定します

A1＋A２-1
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②、
台枠を作ります。A4とA5を張り重ねます（A5が表に来るようにします。）
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⑤
必要に応じて、ブレーキ関連の部品を付けていきます。

④、
③で作った枠を裏返し、②で作った台枠を固定します。そしてステップ（A６）を
取り付けます。なお、ステップを先に②の枠にはめてから③の台枠を端から差し込む
様に入れると、中心が楽に出ます。
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⑤
必要に応じて、ブレーキ関連の部品を付けていきます。ここの図では片っ端から付けていますが、
作るタイプによって取捨選択して下さい。B5～B7に各種テコを適当に収録したので、凝りたい方
は使ってください。
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どちらか選択して使用
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車輪はKATO,TOMIX（貨車用）、
河合、モリタ、ワールド工芸、GM
辺りのものが使えることを確認して
いますが、転がり性能は組み立て方
に拠ります。

カプラーポケットはKATOの2軸貨
車用カプラーポケットが適合します。

※ブレーキシュー板（B1）はなるべく
土台となる板部分のみで接着してくだ
さい。
接着剤を付けすぎて軸箱守とくっつい
たままブレーキテコを付けてしまうと
軸箱守が左右に広がらなくなり、車輪
を入れる事が出来なくなります。

※Ａ６の形が多少違いますが、基本的な組み立て方は同じです。
本キットの場合は左右別熱に取り付けます。
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